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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
第
７
回
子
育
て
ス
ク
ー
ル

日
時　

８
月
27
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

30
分

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
に
住
む
未
就
園
児
と
そ
の

保
護
者

内
容　

わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び

締
切　

８
月
20
日
㈬

○
第
８
回
子
育
て
ス
ク
ー
ル

日
時　

９
月
18
日
㈭
10
時
30
分
～
11
時

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
に
住
む
未
就
園
児
と
そ
の

保
護
者

内
容　

人
形
劇(

マ
マ
の
人
形
劇
サ
ー

ク
ル
お
ひ
さ
ま
）

締
切　

９
月
11
日
㈭

※
子
育
て
ス
ク
ー
ル
に
参
加
す
る
と
得

き
っ
ず
カ
ー
ド
に
30
ポ
イ
ン
ト
が
入
り

ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー　
　
　
　
　
　

☎
72
・
２
０
８
８

児
童
館

○
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時　

９
月
６
日
㈯
13
時
30
分
～

場
所　

ニ
ー
ス
（
現
地
集
合
）

対
象　

小
学
３
、４
年
生
（
先
着
15
人
）

内
容　

バ
ナ
ナ
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
手

ふ
き
タ
オ
ル
、
水
か
お
茶

参
加
料　

250
円

締
切　

９
月
３
日
㈬

○
小
運
動
会　

日
時　

９
月
20
日
㈯
13
時
30
分
～

場
所　

児
童
館

対
象　

小
学
生
（
先
着
50
名
）

持
ち
物　

紅
白
帽
、
タ
オ
ル
、
水
か
お

茶
参
加
料　

無
料

締
切　

９
月
17
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

児
童
館

☎
76
・
２
４
０
２

世
界
最
古
の
マ
イ
ル
カ
類

化
石
特
別
展
示
会

　

50
年
以
上
前
に
本
町
で
発
見
さ
れ
た

イ
ル
カ
の
頭
骨
化
石
が
、
マ
イ
ル
カ

科
の
中
で
は
、
世
界
最
古
（
約
850
～

１
３
０
０
万
年
前
）
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

北
海
道
開
拓
記
念
館
で
所
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
の
化
石
を
、
今
回
特
別
に
、
本

町
で
展
示
公
開
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
マ
イ
ル
カ
類
の
化
石
に
つ
い

て
の
講
演
会
を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
新
十
津
川
町
が
海
だ
っ

た
太
古
の
時
代
に
思
い
を
は
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。

○
特
別
展
示
会

日
時　

８
月
20
日
㈬
～
９
月
21
日
㈰

　

９
時
～
21
時

※
日
・
祝
日
は
、
９
時
～
18
時

場
所　

ゆ
め
り
あ　

○
特
別
講
演
会

日
時　

８
月
24
日
㈰
10
時
～　

場
所　

ゆ
め
り
あ

講
師　

北
海
道
開
拓
記
念
館
学
芸
員　

　

添
田
雄
二
さ
ん

内
容　
「
新
十
津
川
町
か
ら
発
見
！
世

界
最
古
の
イ
ル
カ
化
石
」（
ク
イ
ズ

な
ど
を
交
え
た
、
子
ど
も
も
楽
し
め

る
内
容
で
す
。）

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル

ー
プ　
　
　
　
　

☎
76
・
４
２
３
３

８月号
町の人口

平成26年６月末現在
人口	６,９３９人
（前月比	 －１１）
　男	３,２１５人
（前月比	 －３）
　女	３,７２４人
（前月比	 －８）
世帯	２,９６６戸
（前月比	 －４）
※外国人住民を含む

主な電話番号

住　民　課 ☎76-2130
総　務　課 ☎76-2131
保健福祉課 ☎72-2000
建　設　課 ☎76-2139
産業振興課 ☎76-2134
農業委員会 ☎76-2135
教育委員会 ☎76-4233
議会事務局 ☎76-3191
会　計　課 ☎76-3192
図　書　館 ☎76-3746
児　童　館 ☎76-2402
子育て支援センター　
 　　　　　☎72-2088

６月の交通事故

発生件数１０件
（前年同月比＋１０）

死 者 数　０人
（前年同月比　±０）

負傷者数１２人
（前年同月比＋１２）
交通死亡事故ゼロ日数
　　　　　　７９８日
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図
書
館

○
劇
団
み
ん
わ
座　

影
絵
人
形
劇
・
江

戸
写
し
絵
公
演

日
時　

８
月
31
日
㈰
10
時
30
分
～
11
時

30
分

場
所　

図
書
館

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

内
容　

劇
団
み
ん
わ
座
が
、「
と
べ
な

い
ホ
タ
ル
」
と
「
だ
る
ま
夜
話
」
の

２
題
を
上
演
し
ま
す
。
舞
台
裏
の
見

学
も
あ
り
ま
す
。

定
員　

80
人

入
場
料　

無
料

○
フ
ラ
ン
ス
の
絵
本
と
写
真
展

　

フ
ィ
リ
ケ
え
つ
こ
さ
ん
の
絵
本
と
フ

ィ
リ
ケ
・
ピ
エ
ー
ル
さ
ん
の
写
真
を
展

示
し
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
ロ

ワ
ー
ル
河
の
写
真
と
、
16
年
の
フ
ラ
ン

ス
生
活
と
帰
国
後
の
生
活
の
中
で
描
い

た
絵
本
「La bouilloire

（
や
か
ん
）」

の
イ
メ
ー
ジ
を
絵
本
と
併
せ
て
展
示
し

ま
す
。

期
間　

９
月
２
日
㈫
～
21
日
㈰

場
所　

図
書
館

○
古
本
募
集
の
お
願
い

　

９
月
28
日
㈰
の
古
本
リ
サ
イ
ク
ル
市

に
提
供
す
る
、
古
本
（
小
説
、
実
用
書
、

絵
本
、
文
庫
本
、
コ
ミ
ッ
ク
本
な
ど
）

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
図
書
館
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
聞
、
雑
誌
、
辞
書
、
専
門

書
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

締
切　

９
月
14
日
㈰

問
合
せ　

図
書
館　

☎
76
・
３
７
４
６

い
け
ば
な
こ
ど
も
教
室

　

お
子
様
向
け
の
楽
し
い
生
け
花
教
室

で
す
。

日
時　

８
月
23
日
㈯
14
時
～
16
時

場
所　

改
善
セ
ン
タ
ー

対
象　

３
才
～
中
学
３
年
生

受
講
料　

800
円
（
花
材
費
）

申
込
・
問
合
せ　

い
け
ば
な
こ
ど
も
教

室　

山
下
惇
子　

☎
22
・
０
８
６
６

ぴ
よ
ぴ
よ
き
っ
ず

○
避
難
訓
練

日
時　

８
月
29
日
㈮
11
時
～
11
時
30
分

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
に
住
む
未
就
園
児
と
そ
の

保
護
者

内
容　

地
震
、
火
災
時
の
避
難
訓
練
、

消
防
車
見
学
（
出
動
が
な
い
場
合
）

締
切　

８
月
21
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー　
　
　
　
　
　

☎
72
・
２
０
８
８

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会

　

対
象
店
舗
４
カ
所
で
500
円
以
上
の
買

い
物
を
す
る
と
、
抽
選
会
に
参
加
で
き

ま
す
。

期
間　

８
月
23
日
㈯
ま
で

対
象
店
舗　

ふ
れ
あ
い
商
品
券
加
盟
店

○
抽
選
会　

日
時　

８
月
24
日
㈰
10
時
～
14
時

場
所　

商
工
会

内
容　

４
店
舗
利
用
で
１
回
、
７
店
舗

利
用
で
２
回
、
１
人
最
大
２
回
ま
で

（
店
舗
の
重
複
を
除
く
）

景
品　

町
内
で
使
用
で
き
る
商
品
券
や

利
用
券
（
は
ず
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
）

問
合
せ　

商
工
会　

☎
76
・
２
５
７
１

ふ
る
さ
と
学
園
大
学

○
第
４
講

日
時　

９
月
９
日
㈫
10
時
30
分
～
14
時

30
分

内
容　

徳
富
ダ
ム
見
学
、
健
康
運
動

※
さ
く
ら
学
級
・
ぼ
た
ん
学
級
合
同
で

行
い
ま
す
。

◎
大
学
生
随
時
募
集
中

　

ゆ
め
り
あ
で
開
催
す
る
ふ
る
さ
と
学

園
大
学
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
健
康
や
一
般
教
養
な
ど
の
講
義

を
年
８
回
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
子
ど
も
・
高
齢

者
グ
ル
ー
プ　
　

☎
72
・
２
０
０
０

香
澄
（
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
）

民
謡
コ
ン
サ
ー
ト
（
訂
正
）

　

７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
香

澄
（
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
）
民
謡
コ
ン
サ
ー

ト
の
入
場
料
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
訂
正
し
ま
す
。

誤　

一
般　

１
５
０
０
円

　
　

中
学
生
以
下　

500
円

　

※
当
日
券
は
、
各
500
円

正　

一
般　

１
５
０
０
円

　
　

中
学
生
以
下　

500
円

　

※
当
日
券
は
、
各
500
円
増
で
す
。

問
合
せ　

新
十
津
川
町
文
化
協
会
事
務

局　
　
　
　
　
　

☎
76
・
４
２
３
３
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町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

改
善
セ
ン
タ
ー
で
展
示
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

○
細
井
太
郎
氏
「
水
彩
画
展
」

期
間　

８
月
26
日
㈫
～
９
月
15
日
㈪

問
合
せ　

新
十
津
川
町
文
化
協
会
事
務

局　
　
　
　
　
　

☎
76
・
４
２
３
３

Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
×
清
塚
信
也

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
デ
ュ
オ

　

人
気
・
実
力
を
兼
ね
備
え
た
Ｎ
Ａ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
＆
清
塚
信
也

（
ピ
ア
ノ
）
に
よ
る
奇
跡
の
デ
ュ
オ
。

　

音
楽
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
多
数
の
テ

レ
ビ
出
演
な
ど
、
縦
横
無
尽
の
活
躍
を

す
る
２
人
の
独
特
の
感
性
が
交
錯
す
る

エ
レ
ガ
ン
ト
か
つ
迫
力
満
点
の
ス
テ
ー

ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
19
日
㈮
19
時
開
演

　

（
18
時
30
分
開
場
）

場
所　

ゆ
め
り
あ

入
場
料
（
前
売
券
）

　

一
般　

１
５
０
０
円

　

中
学
生
以
下　

500
円

※
当
日
券
は
、
各
500
円
増
で
す
。

※
前
売
券
完
売
の
と
き
は
、
当
日
券
の

販
売
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

改
善
セ
ン
タ
ー
、
ゆ

め
り
あ
、
図
書
館
、
物
産
館
、
イ
ー

ス
ト
文
具
商
会
、
音
楽
協
会
員
ほ
か

チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
町
民
の

方
を
ご
招
待
し
ま
す
。

①
町
に
転
入
し
て
３
年
以
内
の
方

②
９
月
19
日
㈮
が
誕
生
日
の
方

※
定
員
20
人
、
先
着
順
と
し
ま
す
。

※
希
望
者
は
事
前
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

新
十
津
川
音
楽
協
会
事
務
局

☎
76
・
４
２
３
３

大
人
の
た
め
の
初
心
者
フ
ッ
ト

サ
ル
教
室
（
ス
ポ
ー
ツ
教
室
）

　

本
教
室
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
や
フ
ッ
ト

サ
ル
未
経
験
者
の
成
人
を
対
象
に
、
Ｆ

リ
ー
グ
・
エ
ス
ポ
ラ
ー
ダ
北
海
道
の
コ

ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
や
選
手
が
、
フ
ッ

ト
サ
ル
の
基
本
的
な
知
識
や
技
能
を
指

導
し
ま
す
。

　

初
心
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
ど
な
た
で
も
安
心
し
て
楽
し
く
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

町
民
、
本
町
に
職
場
を
有
す
る

成
人
（
先
着
20
人
）

日
時　

９
月
13
日
㈯
、
27
日
㈯

※
各
回
と
も
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

（
受
付
９
時
）

参
加
費　

２
０
０
０
円
（
全
２
回
分
）

※
初
回
時
に
会
場
で
い
た
だ
き
ま
す
。

場
所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

締
切　

９
月
５
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

教
育
委
員
会
社
会
教

育
グ
ル
ー
プ　
　

☎
76
・
４
２
３
３（C）ESPOLADA HOKKAIDO
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の

つ
ど
い
」
公
開
録
音

　

深
夜
に
ラ
ジ
オ
を
聴
く
皆
さ
ん
に
心

安
ら
ぐ
ひ
と
時
と
し
て
人
気
の
高
い
ラ

ジ
オ
番
組
で
す
。

　

南
極
料
理
人
と
し
て
お
馴
染
み
の
西

村
淳
さ
ん
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

同
番
組
の
ア
ン
カ
ー
が
身
近
な
テ
ー
マ

で
、
心
温
ま
る
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
ま

す
。

日
時　

９
月
27
日
㈯
13
時
30
分
開
演

　

（
13
時
開
場
、
16
時
終
演
予
定
）

場
所　

ゆ
め
り
あ

内
容

▽
第
１
部　

明
日
へ
の
こ
と
ば
講
演
会

　

講
師　

西
村
淳
さ
ん（
南
極
料
理
人
）

　

テ
ー
マ　

ご
は
ん
に
し
よ
う

▽
第
２
部　

ア
ン
カ
ー
を
囲
む
つ
ど
い

　

ア
ン
カ
ー　

後
藤
繁
榮
さ
ん

　
　
　
　
　
　

村
上
里
和
さ
ん

入
場
料　

無
料

※
１
歳
以
上
の
子
ど
も
か
ら
入
場
整
理

券
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

○
窓
口
で
の
申
し
込
み　

　

平
日
８
時
45
分
～
17
時
30
分
に
教
育

委
員
会
（
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
で
受

け
付
け

○
は
が
き
で
の
申
し
込
み

　

は
が
き
に
申
込
者
の
①
郵
便
番
号
、

　

②
住
所
、
③
氏
名
、
④
電
話
番
号
、

⑤
参
加
希
望
人
数
を
記
入
し
、

　

〒
060-

８
７
０
３　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放

送
局
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い
」

係
（
宛
先
住
所
は
不
要
）
に
郵
送

申
込
締
切　

先
着
順
で
定
数
に
達
し
次

第
、
申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

放
送
予
定　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
（
全
国
放
送
）

10
月
31
日
㈮
23
時
20
分
～
翌
朝
５
時

※
深
夜
１
時
か
ら
は
Ｆ
Ｍ
で
も
同
時
放

送
（
全
国
放
送
）

そ
の
他　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
申
し
込
み
時

の
情
報
を
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
の
案

内
、
受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
24
時
間
音
声
テ
ー
プ

案
内　
　
　

☎
011
・
218
・
２
３
０
０

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

☎
76
・
４
２
３
３

シ
ニ
ア
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

○
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

日
時　

９
月
10
日
㈬
10
時
～
11
時
30
分

場
所　

ふ
る
さ
と
公
園

内
容　

２
本
の
ス
ト
ッ
ク
を
用
い
て
ふ

る
さ
と
公
園
内
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

ま
す
。

講
師　

国
学
院
短
大　

田
中
一
徳
教
授

参
加
料　

無
料

対
象　

60
歳
以
上
の
町
民

※
募
集
人
員
に
達
し
な
い
と
き
は
年
齢

を
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
員　

15
人

締
切　

９
月
１
日
㈪

申
込
・
問
合
せ　

保
健
福
祉
課
子
ど

も
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

☎
72
・
２
０
０
０

市
民
後
見
人
養
成
講
座

受
講
生
募
集

　

成
年
後
見
人
と
は
認
知
症
や
知
的
障

が
い
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で

な
い
方
を
保
護
・
支
援
す
る
人
の
こ
と

で
す
。
そ
の
多
く
は
親
族
や
司
法
書

士
、
社
会
福
祉
士
等
の
専
門
職
が
業
務

を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
認
知
症
高
齢
者

な
ど
の
増
加
に
伴
い
人
材
の
不
足
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民
相
互

の
助
け
あ
い
を
推
進
す
る
た
め
市
民
後

見
人
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
知
識

の
習
得
や
自
己
研
さ
ん
と
し
て
の
受
講

で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
積
極
的
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　

９
月
１
日
現
在
、
満
25
歳
以
上

の
町
民
で
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

支
援
、
成
年
後
見
制
度
に
関
心
が
あ

る
方

内
容　

左
表
参
照

場
所　

滝
川
市
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

「
み
ん
く
る
」

締
切　

９
月
16
日
㈫

申
込
・
問
合
せ　

保
健
福
祉
課
介
護
・

福
祉
グ
ル
ー
プ　

☎
72
・
２
０
０
０

日　　程 主　な　内　容 時 間

９月28日（日）市民後見に関する全般的な制度の理解 ６時間

10月５日（日）成年後見事例学習、任意後見事例学習 ６時間

10月19日（日）対象者の理解、援助の基本、活動の実際 ６時間

10月27日（月）地域実習１　家庭裁判所滝川支部 2.5時間

11月６日（木）地域実習２　高齢者・障がい者各種施設 5.5時間

11月９日（日）
介護保険、障がい、生活保護などの制度、
地域活動

5.5時間

11月16日（日）成年後見制度の実務、課題演習など　修了式 ７時間

レポート
①受講動機　②体験学習を終えて
③自分の考える市民後見人像

▲西村淳さん

▲後藤繁榮さん（左）
　村上里和さん（右）
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町
道
除
排
雪
委
託
業
務

資
格
審
査
の
受
け
付
け

　

町
で
は
、
今
年
度
の
町
道
除
排
雪
業

務
の
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

資
格
要
件

○�

町
有
機
械
14
台
分
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
確
保
す
る
こ
と

○�

除
雪
ド
ー
ザ
（
11
㌧
以
上
で
汎
用
プ

ラ
ウ
装
置
付
）
５
台
以
上
を
確
保
す

る
こ
と

※
企
業
体
お
よ
び
組
合
に
お
い
て
は
、

構
成
員
の
い
ず
れ
か
が
右
記
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
。

受
付
期
間　

９
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮

受
付
・
問
合
せ　

建
設
課
土
木
グ
ル
ー

プ　
　
　
　
　
　

☎
76
・
２
１
３
９

町
民
音
楽
祭
出
演
者
募
集

　

町
民
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。
日
頃

の
音
楽
活
動
の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　

10
月
25
日
㈯
９
時
～

場
所　

ゆ
め
り
あ

募
集
内
容　

合
唱
、
楽
器
演
奏
な
ど
音

楽
全
般

締
切　

９
月
19
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

新
十
津
川
音
楽
協
会

事
務
局�

☎
76
・
４
２
３
３

町
民
文
化
祭
出
演
・
出
展
者

募
集

　

皆
さ
ん
の
文
化
活
動
や
学
習
の
成
果

を
発
表
す
る
場
で
あ
る
、
町
民
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
芸
能
部
門

日
時　

11
月
２
日
㈰
10
時
～
（
予
定
）

場
所　

ゆ
め
り
あ

募
集
内
容　

舞
踊
、
詩
吟
、
民
謡
、
民

舞
、
太
鼓
、
郷
土
芸
能
な
ど

○
展
示
部
門

期
間　

10
月
31
日
㈮
～
11
月
３
日
㈪

場
所　

改
善
セ
ン
タ
ー

募
集
内
容　

陶
芸
、
絵
画
、
書
、
生
け

花
、
写
真
、
ペ
ン
字
、
短
歌
、
俳
句
、

工
芸
、
手
芸
、
押
し
花
な
ど

締
切　

９
月
26
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

新
十
津
川
町
文
化
協

会
事
務
局�

☎
76
・
４
２
３
３

軽
自
動
車
税
の
税
額
変
更

　

平
成
27
年
度
以
降
の
軽
自
動
車
税
の

税
額
に
つ
い
て
は
、
左
表
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

　

四
輪
乗
用
な
ど
の
車
両
に
つ
い
て

は
、
最
初
の
新
規
検
査
年
月
に
よ
り
税

額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
76
・
２
１
３
０

車　　種 現行税額

平成27年度 平成28年度以降

最初の新規検査年月日
最初の新規検査年月からの経過年数

13年以下
13年超過

（下記参照）Ｈ27.3以前 Ｈ27.4.1
最初の新規検査年月

Ｈ27.3以前 Ｈ27.4以降

原動機付自転車（50cc以下） 1,000円 2,000円 2,000円

原動機付自転車（90cc以下） 1,200円 2,000円 2,000円

原動機付自転車（125cc以下） 1,600円 2,400円 2,400円

ミニカー（50cc） 2,500円 3,700円 3,700円

軽自動車 ２輪（被牽引車を除く） 2,400円 3,600円 3,600円

軽自動車 ２輪（被牽引車） 2,400円 3,600円 3,600円

軽自動車 ３輪　　　　 3,100円 3,100円 3,900円 3,100円 3,900円 4,600円

四輪乗用（営業用） 5,500円 5,500円 6,900円 5,500円 6,900円 8,200円

四輪乗用（自家用） 7,200円 7,200円 10,800円 7,200円 10,800円 12,900円

四輪貨物（営業用） 3,000円 3,000円 3,800円 3,000円 3,800円 4,500円

四輪貨物（自家用） 4,000円 4,000円 5,000円 4,000円 5,000円 6,000円

二輪小型自動車（250cc超） 4,000円 6,000円 6,000円

雪上車 2,400円 3,000円 3,000円

小型特殊自動車（農耕用） 1,600円 2,000円 2,000円

小型特殊自動車（その他） 4,700円 5,900円 5,900円

※参考：平成28年度は平成14年以前、平成29年度は平成16年３月以前から13年超過となります。
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国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

猶
予
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め

て
い
な
い
と
、
老
後
の
年
金
だ
け
で
は

な
く
、
万
一
の
と
き
の
年
金
も
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
情
が
あ

っ
て
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
免
除
・

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
保
険
料
免
除
制
度

　

申
請
者
の
状
況
に
よ
っ
て
、
月
額
保

険
料
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。
申
請

者
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ

の
前
年
所
得
な
ど
が
基
準
に
該
当
す
る

こ
と
が
要
件
で
す
。

○
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

申
請
者
が
30
歳
未
満
で
あ
り
、
申
請

者
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
な
ど
が
基
準

に
該
当
す
る
こ
と
が
要
件
で
す
。

※
前
年
所
得
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い

方
は
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

承
認
期
間
と
申
請

　

免
除
・
猶
予
の
承
認
期
間
は
、
毎
年

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。
引
き

続
き
免
除
や
猶
予
を
希
望
す
る
方
は
、

あ
ら
た
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
保
険
料
の
納

付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い

期
間
（
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
ま

で
の
期
間
）
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
等

を
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳

②
印
鑑

③�

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
離

職
票
の
写
し
（
失
業
を
理
由
と
す
る

と
き
）

問
合
せ　

砂
川
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
・
２
１
４
４

　

住
民
課
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
76
・
２
１
３
０

２
つ
の
給
付
金 

申
請
受
付
中

　

臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
の
申
請
を
９
月
30
日
㈫

ま
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
下
旬
に
給
付
金
の
該
当
と
な
る

可
能
性
の
あ
る
方
に
ご
案
内
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
の
上
ゆ
め
り
あ
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

給
付
金
の
対
象
者
や
支
給
要
件
な
ど

は
、
広
報
６
月
号
ま
た
は
全
戸
配
布
の

チ
ラ
シ
で
ご
確
認
し
て
い
た
だ
く
か
、

保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

○
臨
時
福
祉
給
付
金　

　

保
健
福
祉
課
介
護
・
福
祉
グ
ル
ー
プ

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金　

　

保
健
福
祉
課
子
ど
も
・
高
齢
者
グ
ル

ー
プ　
　
　
　
　

☎
72
・
２
０
０
０

今
月
の
納
税

○
町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

固
定
資
産
税
第
２
期
・
国
民
健
康
保

険
税
第
１
期
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
第
１
期
の
納
期
限
は
７
月
31
日
㈭
で

し
た
。
納
め
忘
れ
の
方
は
早
急
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

○
今
月
は
町
道
民
税
第
２
期
・
国
民
健

康
保
険
税
第
２
期
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
第
２
期
の
納
期
で
す

　

納
期
限
は
９
月
１
日
㈪
で
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
76
・
２
１
３
０

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
広
場

譲
り
ま
す
！

　

広
報
を
通
じ
て
、
不
用
品
の
再
利
用

を
橋
渡
し
す
る
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｉ
広
場
」
で
は
、
次
の
物
品
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
現
在
の
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
広
場

の
登
録
品

【
譲
り
ま
す
】
①

品
名　

木
製
の
組
立
式
ベ
ッ
ド

サ
イ
ズ　

幅
90
㌢
、
長
さ
196
㌢
、
ベ
ッ

ド
面
の
高
さ
30
㌢

数
量　

２
台

特
徴　

枕
元
灯
有
り
、
引
き
出
し
２
個

付
き
、
多
少
キ
ズ
有
り

【
譲
り
ま
す
】
②

品
名　

三
輪
車
、
補
助
輪
付
き
自
転
車

数
量　

各
１
台

申
込
期
限　

①
、
②
と
も
８
月
29
日
㈮

※
希
望
者
が
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

住
民
課
住
民
活
動
グ

ル
ー
プ　
　
　
　

☎
76
・
２
１
３
０

保険料 受給資格期間 年金受給額 後から保険料を納めることは

全額免除 0円

入ります

1/2として計算

免除や猶予を受けた分は、
過去10年前までさかのぼっ
て納めることができます
（追納）

3/4免除 3,180円 5/8として計算

半額免除 7,630円 6/8として計算

1/4免除 11,440円 7/8として計算

若年者
納付猶予

0円

算入されません

未納・滞納 ― 入りません

平成27年９月末までは、過
去10年前までさかのぼって
納めることができます
（後納制度）

※平成26年度の月額保険料は15,250円です。

※退職や失業などの場合は、特例として免除を受けられる場合があります。
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お
子
さ
ん
・
お
孫
さ
ん
の
ボ
タ
ン

電
池
誤
飲
事
故
に
注
意
！

　

乳
幼
児
（
特
に
１
歳
未
満
）
が
、
ボ

タ
ン
電
池
を
誤
飲
す
る
と
重
症
化
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
の
い
る
ご
家
庭
で
は
、
普
段

か
ら
気
を
付
け
て
い
て
も
、
祖
父
母
や

親
戚
の
家
な
ど
の
外
出
先
で
は
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

　

ボ
タ
ン
電
池
は
、玩
具
だ
け
で
な
く
、

時
計
、
タ
イ
マ
ー
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
な

ど
子
ど
も
が
簡
単
に
手
に
で
き
る
さ
ま

ざ
ま
な
日
用
品
に
使
わ
れ
て
い
て
、
こ

う
し
た
製
品
で
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
た

こ
と
に
よ
る
事
故
が
多
数
発
生
し
て
い

ま
す
。

○
誤
飲
時
の
症
状

　

ボ
タ
ン
電
池
は
、
食
道
に
と
ど
ま
り

ま
す
。
放
電
の
影
響
で
わ
ず
か
１
時
間

足
ら
ず
で
潰
瘍
が
で
き
、
穴
が
開
い
て

し
ま
う
な
ど
重
症
化
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
死
に
至
る
な
ど
大
変
危
険
で
す
。

○
対
処
法

　

ボ
タ
ン
電
池
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
っ

た
と
き
や
鼻
の
穴
に
入
れ
て
し
ま
っ
た

と
き
は
、
一
刻
も
早
く
医
療
機
関
に
行

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
す
ぐ
に
救
急
車

を
呼
び
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
電
池
の

種
類
や
状
態
を
確
認
で
き
れ
ば
、
医
師

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
飲
ん
だ
か
ど
う
か
は
っ
き
り

し
な
い
場
合
で
も
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
ボ

タ
ン
電
池
の
有
無
が
確
認
で
き
ま
す
の

で
、
誤
飲
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
ご
家
庭
で
で
き
る
こ
と

①�

ど
の
製
品
に
ボ
タ
ン
電
池
が
使
用
さ

れ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
電
池
の

ふ
た
が
外
れ
や
す
く
な
っ
て
い
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②�

ご
家
庭
に
あ
る
未
使
用
、
使
用
済
み

の
ボ
タ
ン
電
池
は
絶
対
に
子
ど
も
の

手
の
届
か
な
い
場
所
に
保
管
し
ま
し

ょ
う
。

③�
電
池
交
換
は
、
子
ど
も
の
目
に
触
れ

な
い
と
こ
ろ
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

住
民
課
住
民
活
動
グ
ル
ー
プ

☎
76
・
２
１
３
０

家
電
の
誤
っ
た
使
用
は
絶
対

に
し
な
い
で
！

　

５
月
に
、
足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
の
誤

っ
た
使
用
（
ロ
ー
ラ
ー
部
の
布
カ
バ
ー

が
外
れ
た
状
態
で
の
使
用
、
本
来
足
に

使
用
す
る
も
の
を
背
中
に
使
用
）
に
よ

り
、
衣
服
が
ロ
ー
ラ
ー
部
に
巻
き
込
ま

れ
使
用
者
が
窒
息
死
す
る
と
い
う
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

○
注
意
対
象

①�

ロ
ー
ラ
ー
式
足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
で

あ
る

②�

保
護
カ
バ
ー
（
取
り
外
す
と
駆
動
部

ま
た
は
運
動
部
が
露
出
す
る
カ
バ

ー
）
が
取
り
外
し
可
能
で
あ
る

○
自
主
点
検
の
仕
方

①�

保
護
カ
バ
ー
は
外
れ
る
タ
イ
プ
で
は

な
い
か
。

②
保
護
カ
バ
ー
は
破
れ
て
い
な
い
か
。

③�

子
ど
も
が
ふ
ざ
け
て
使
っ
て
い
な
い

か
。

④�

使
用
方
法
を
間
違
っ
て
使
っ
て
い
な

い
か
。

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
器
に
限
ら
ず
、
家
電
製

品
の
誤
っ
た
使
用
は
大
変
危
険
で
す
。

添
付
文
書
や
取
扱
説
明
書
の
注
意
事
項

に
従
い
、正
し
く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

住
民
課
住
民
活
動
グ
ル
ー
プ

☎
76
・
２
１
３
０

８月は北方領土返還要求運動強調月間です

　わが国固有の領土である
択
えと

捉
ろふ

島、国
くな

後
しり

島、色
しこ

丹
たん

島お
よび歯

はぼ

舞
まい

群島の北方四島の
早期返還の実現は、道民は
もとより国民の長年にわた
る悲願です。

国
くな

後
しり

島 択
えと

捉
ろふ

島

色
しこ

丹
たん

島

歯
はぼ

舞
まい

群島

得撫島
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風
し
ん
抗
体
検
査
料
の
助
成

　

風
し
ん
の
免
疫
を
保
有
し
て
い
な
い

女
性
が
、
妊
娠
中
に
風
し
ん
に
感
染
す

る
と
、
胎
児
が
白
内
障
や
先
天
性
心
疾

患
、
難
聴
を
主
な
症
状
と
す
る
「
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
」
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
北
海
道
で
は
、「
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
」
の
発
生
を
予
防
す
る

た
め
、
風
し
ん
抗
体
検
査
料
を
助
成
し

ま
す
。

対
象

①�

妊
娠
を
希
望
す
る
出
産
経
験
の
な
い

女
性

②
妊
娠
を
希
望
し
出
産
経
験
が
な
く
、

か
つ
抗
体
の
で
き
な
い
女
性
の
配
偶

者
（
事
実
上
婚
姻
関
係
に
あ
る
方
も

含
む
）
な
ら
び
に
同
居
者

③
抗
体
価
の
低
い
妊
婦
の
配
偶
者
な
ら

び
に
同
居
者
（
過
去
に
風
し
ん
抗
体

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
、
過

去
に
２
回
の
風
し
ん
予
防
接
種
を
受

け
て
い
る
方
、
検
査
に
よ
り
風
し
ん

と
判
断
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
を
除

く
）

助
成
額

　

検
査
方
法
に
よ
っ
て
助
成
額
が
異
な

り
、
ど
ち
ら
か
の
検
査
方
法
に
よ
り
１

回
の
み
助
成
し
ま
す
。

○
Ｅ
Ｉ
Ａ
法　

限
度
額
６
６
９
０
円

○
Ｈ
Ｉ
法　
　

限
度
額
５
２
５
０
円

検
査
実
施
場
所　

　

協
力
医
療
機
関
で
実
施
し
た
場
合
、

助
成
さ
れ
ま
す
。
北
海
道
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
滝
川
保
健
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
書
類

①
北
海
道
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
補
助

金
交
付
申
請
書

②
領
収
証

③
住
所
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
（
健

康
保
険
証
や
運
転
免
許
証
の
写
し
な

ど
）
同
居
者
の
場
合
は
、
自
分
の
住

所
地
と
対
象
女
性
の
住
所
地
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し
が
必
要
で
す
。

申
請
方
法

　

協
力
医
療
機
関
に
検
査
料
を
支
払
っ

た
後
、
滝
川
保
健
所
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

提
出
期
限　

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫

問
合
せ　

滝
川
保
健
所☎

24
・
６
２
０
１

休
日
診
療
当
番

●
内
科　

休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

☎
22
・
１
１
６
１

●
外
科　

夜
間
急
病
テ
レ
ホ
ン
セ
ン
タ

ー　
　
　
　
　
　

☎
22
・
２
２
９
９

●
歯
科

８
月

10
日
㈰　

は
ら
お
か
歯
科　
　
（
滝
川
）

17
日
㈰　

森
歯
科　
　
　
　
　
（
砂
川
）

24
日
㈰　

Ｅ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
（
滝
川
）

31
日
㈰　

し
ら
か
ば
歯
科　
　
（
町
内
）

９
月

７
日
㈰　

み
な
み
歯
科　
　
　
（
滝
川
）

※
診
療
時
間
は
９
時
～
12
時

苦
情
審
査
委
員
制
度

　

北
海
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
「
北
海
道
苦
情
審
査
委

員
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
代

わ
っ
て
、
苦
情
審
査
委
員
が
中
立
的
な

立
場
で
、
道
の
機
関
に
対
し
、
必
要
な

調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。
個
人
情
報
の

保
護
に
も
十
分
配
慮
し
ま
す
。

問
合
せ　

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー　
　

☎
011
・
204
・
５
５
２
３

健
康
体
力
増
進
室
閉
室
日

▼
８
月
17
日
㈰
、
24
日
㈰
、
31
日
㈰

　

９
月
７
日
㈰
、
14
日
㈰
、
15
日
㈪

高
齢
者
無
料
巡
回
バ
ス
運
休
日

▼
８
月
27
日
㈬
、

　

９
月
９
日
㈫

予
約
・
問
合
せ　

保
健
福
祉
課

　

☎
72
・
２
０
０
０

のんびりゆったり路線バスの旅スペシャル
「百年の“絆”！男前ふたり旅～２つの十津川物語～」

～北海道新十津川町と奈良県十津川村～
８月22日㈮　19時30分～20時43分　NHK総合テレビで全国放送！

暮らしを支える路線バスに揺られてにっぽんの各地を巡る「のんびりゆったり路線バスの旅」
スペシャル版第７弾の今回は、大好評の「男前ふたり旅」シリーズ！
旅の舞台は、新十津川町と奈良県十津川村。バスの旅で夏の大自然の魅力を満喫しながら、1200キ
ロ離れた全く風景の異なる２つの十津川に生きる人たちと出会い、100年を越える“絆”を見つめます。

※番組の放送日時、内容、タイトル等は変更する場合があります。　
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消
防
職
員
募
集

職
種　

消
防
職

受
験
資
格　

平
成
５
年
４
月
２
日
～
平

成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
最
終

学
歴
が
高
校
卒
業
以
上
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
方

１
次
試
験　

10
月
19
日
㈰
９
時
～

採
用
人
数　

若
干
名

採
用
予
定
日　

平
成
27
年
４
月
１
日

受
付
期
間　

９
月
１
日
㈪
～
19
日
㈮

願
書
配
布　

滝
川
消
防
本
部
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能

申
込
・
問
合
せ　

滝
川
消
防
本
部
総
務

課　
　
　
　
　
　

☎
23
・
０
１
１
９

警
察
官
募
集

受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平

成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

１
次
試
験　

９
月
21
日
㈰

採
用
予
定

○
Ａ
区
分
（
大
卒
）　
　

85
人

○
Ｂ
区
分
（
そ
の
他
）　

170
人

受
付
期
間　

８
月
12
日
㈫
～
27
日
㈬

試
験
案
内　

滝
川
警
察
署
、
新
十
津
川

駐
在
所
、
江
部
乙
駐
在
所
で
配
布

問
合
せ　

滝
川
警
察
署☎

24
・
０
１
１
０

人
権
擁
護
委
員
委
嘱

　

平
成
26
年
７
月
１
日
付
で
、
新
し
い

人
権
擁
護
委
員
に
阿
部
文
子
さ
ん
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
が
人
権

に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
よ
う
な
啓
発
活

動
や
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。
差
別
問

題
、
学
校
や
職
場
で
の
い
じ
め
、
子
ど

も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
近
所
の
問
題

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

　

出
田
輝
義
さ
ん　

☎
76
・
２
３
３
５

　

西
川
雅
浩
さ
ん　

☎
76
・
４
８
０
８

　

阿
部
文
子
さ
ん　

☎
76
・
３
９
５
５

問
合
せ　

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ　

☎
76
・
２
１
３
１

　

札
幌
法
務
局
滝
川
支
局　

☎
23
・
２
３
３
０

人
権
擁
護
委
員
退
任

　

宮
野
康
子
さ
ん
へ
札
幌
法
務
局
滝
川

支
局
石
名
坂
支
局
長
か
ら
法
務
大
臣
感

謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
宮
野
さ
ん

は
、
滝
川
工
業
高
校
な
ど
で
出
前
講
座

を
行
う
な
ど
、
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
12
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

第
20
回
ピ
ン
ネ
シ
リ

登
山
マ
ラ
ソ
ン

日
時　

７
月
６
日
㈰
９
時
～
15
時

山
頂
（
42
㌔
）
コ
ー
ス　

125
人
中

　

110
人
完
走�

（
敬
称
略
）

○
男
子
１
位　

森
山
友
雄
（
札
幌
市
）

　

３
時
間
９
分
35
秒

○
女
子
１
位　

松
岡
郁
子
（
札
幌
市
）

　

４
時
間
40
分
17
秒

30
㌔
コ
ー
ス　

90
人
中
90
人
完
走

�

（
敬
称
略
）

○
男
子
１
位　

阿
部
雅
行
（
旭
川
市
）

　

１
時
間
57
分
36
秒

○
女
子
１
位　

渡
辺
絵
美
（
札
幌
市
）

　

２
時
間
28
分
44
秒

15
㌔
コ
ー
ス　

123
人
中
122
人
完
走

�

（
敬
称
略
）

○
男
子
１
位　

田
中
愛
康
（
旭
川
市
）

　

59
分
03
秒

○
女
子
１
位　

三
橋
理
恵
（
深
川
市
）

　

１
時
間
２
分
28
秒

町
民
コ
ー
ス　

136
人
参
加�

（
敬
称
略
）

○
男
子
１
位　

本
庄　

巧
（
11
才
）

○
女
子
１
位　

東
志
梨
玖
（
８
才
）

有料広告
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ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
甲
子
園

市
民
賞

　

新
十
津
川
農
業
高
校
が
、
６
月
21
日

か
ら
29
日
ま
で
札
幌
大
通
公
園
で
開
催

さ
れ
た
、
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
北
海

道
農
業
高
校
生
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
市
民
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
11
校
か
ら
13
作
品
の
出
品
が

あ
り
、
同
校
か
ら
は
農
村
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
タ
イ
ル
が
コ
ン
セ

プ
ト
の
「
魅
緑
の
里
２
０
１
４　

花
と

緑
の
コ
テ
ー
ジ
ガ
ー
デ
ン
～
ナ
チ
ュ
ラ

ル
ス
タ
イ
ル
ガ
ー
デ
ン
の
提
案
～
」
を

出
品
し
、
来
場
者
に
よ
る
投
票
で
最
も

多
く
の
票
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
フ
ト
コ
ロ
事
情

～
財
政
担
当
者
の
つ
ぶ
や
き
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
⑧

『
公
共
施
設
の
今
後
』

　

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

最
近
よ
く
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と

し
て
、
建
物
の
耐
震
性
能
に
注
目
が
集

ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
建
築
か

ら
30
年
以
上
経
過
す
る
施
設
を
数
多
く

保
有
す
る
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
、
潜

在
し
て
い
た
問
題
が
、
耐
震
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
一
気
に
噴
出
し
て

き
た
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

新
十
津
川
町
で
は
、
平
成
22
年
度
と

23
年
度
に
、
災
害
発
生
時
に
は
避
難
所

に
も
な
る
小
中
学
校
校
舎
の
耐
震
化
を

行
い
ま
し
た
。
老
朽
化
対
策
と
耐
震
化

対
策
を
合
わ
せ
た
大
規
模
改
修
に
は
、

施
設
の
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
多
大
な

費
用
が
必
要
で
す
。
小
中
学
校
の
大
規

模
改
修
で
は
、
工
事
費
だ
け
で
約
７
億

円
か
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
優
先
順
位
を
決
め
て
、
計

画
的
に
耐
震
化
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
改
修
だ
け
で

は
な
く
、
建
替
え
や
解
体
も
選
択
肢
と

す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

来
年
度
か
ら
は
、
地
域
の
活
動
拠
点

で
あ
る
11
の
行
政
区
会
館
の
う
ち
、
耐

震
性
能
の
な
い
７
つ
の
会
館
の
建
替
え

（
今
年
度
は
設
計
の
み
）
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
建
替
え
の
方
が
メ
リ

ッ
ト
が
大
き
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

『
役
場
が
無
く
な
る
？
』　

　

そ
し
て
、
最
も
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
の
が
役
場
庁
舎
で
す
。
昭
和
45

年
に
完
成
し
た
現
庁
舎
は
、
耐
震
性
能

が
な
い
こ
と
が
既
に
判
明
し
て
い
ま

す
。
耐
震
改
修
に
は
13
億
円
以
上
の
費

用
が
必
要
で
す
が
、
耐
用
年
数
が
伸
び

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
構
造
的

に
多
く
の
制
約
が
あ
る
た
め
、
利
便
性

の
向
上
も
望
め
ま
せ
ん
。
一
方
、
建
替

え
を
す
る
場
合
は
、
今
よ
り
利
用
し
や 

す
い
庁
舎
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
す

が
、
改
修
以
上
の
費
用
が
必
要
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
ク
ラ
ス
の
地
震
が
起

き
た
と
き
に
は
、
災
害
対
策
の
拠
点
と

な
る
役
場
庁
舎
が
、
倒
壊
し
て
無
く
な

っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
は
っ
き

り
し
て
い
る
こ
と
は
、
改
修
か
建
替
え

の
、
ど
ち
ら
か
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
続
き
は
次
回
お
話
し
ま
す
。

▲市民賞受賞作品（札幌大通公園）


